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研究成果の概要（和文）：視覚的な野菜の鮮度判断に影響を及ぼす光学的パラメータを検討した。

とくに先行研究によりテクスチャ知覚に関係するとされる画像の輝度ヒストグラムが視覚的鮮

度に影響を及ぼすという仮説をたて、これを一連の心理物理的実験により検証した。時間経過

ごとに撮影されたキャベツの画像、およびそれらの輝度ヒストグラム情報を操作した画像につ

いての鮮度判断の結果から、部分的にではあるものの輝度ヒストグラムが野菜の視覚的鮮度判

断に影響を及ぼすことを明らかにした。 
 
研究成果の概要（英文）：This study investigated the effect that the parameters of luminance 
distribution in fresh food have on our visual perception of its freshness. The results of 
psychophysical experiments suggest that the luminance distribution in the vegetable 
texture partly contributes to visual freshness perception.  
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１．研究開始当初の背景 
(1) 野菜などの生鮮食品においては、鮮度は
消費者が食品を選択購買するうえで最も重
要な情報の１つである (e.g., Regaert et al., 
2004)。では、人はどのような手がかりから
食品の鮮度を判断しているのだろうか。生鮮
食品の鮮度知覚を扱った官能評価研究によ

ると、鮮度知覚には色や香りよりも「つや」、
「かたさ」などのテクスチャがとくに大きな
影響を及ぼすことが指摘されている (e.g., 
Péneau et al., 2006)。ただし、これらの官能
評価研究で言及されているテクスチャとは、
あくまで触覚的テクスチャに限定して考え
られていた。 
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(2) 一方、知覚心理学的研究においては、テ
クスチャ知覚には触覚的手がかりのみなら
ず、視覚的手がかりも大きく関与することが
示されている (Motoyoshi et al., 2007)。実際、
人は食品そのものに触れなくても、視覚的に
その食品が新鮮かどうかをある程度判断す
ることができることから、視覚的なテクスチ
ャに関わる情報 (光学的情報) が視覚的な食
品鮮度知覚関与している可能性がある。そこ
で、本研究は視覚的な鮮度判断に影響を及ぼ
す光学的情報を検討する。 
 
 
２．研究の目的 
(1) 視覚的なテクスチャ情報 (光学的情報) 
が野菜の鮮度判断に及ぼす効果を心理物理
的に明らかにする。 
 
(2) 視覚的テクスチャの他に、鮮度などの食
品知覚に影響を及ぼす可能性がある色彩認
知要因として、記憶色に焦点をあて、その基
本的メカニズムについて検討する。 
 
 
３．研究の方法 
(1) 研究 1: ヒトが視覚的にどの程度鮮度を
正確に判断できるかを調べる実験を行った。
キャベツおよびイチゴを温度と湿度が一定
に保たれた部屋の中で時間経過に伴って劣
化していく過程をデジタルカメラで撮影し 
(1～32時間, 図 1)、それらの画像を実験材
料とした。まず、人間が視覚的情報から鮮度
判断が行えるかどうかを確認するために、各
画像に対する鮮度評定課題を正常視覚を有
する成人男女 6名に行った。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1 実験で使用したキャベツ画像 (左は 1 時間, 右

は 32 時間経過時のもの) 

 
(2) 研究 2: 画像の輝度ヒストグラム情報が
鮮度知覚に及ぼす影響を検討する実験を行
った。研究 1で使用した画像間で輝度ヒスト
グラムのスワッピングを行った画像を作成
した (図 2) 。時間経過の短い (新しい) 野
菜・果物の画像に、それ以降の時間経過の 
(より古い) 野菜・果物の輝度ヒストグラム
情報を貼り付けた合成画像をそれぞれ作成
し、この合成画像について鮮度評定課題を行
わせた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2  本実験で用いた輝度ヒストグラムスワッピング

の概念図 

 
(3) 研究 3: 色が食品認知に及ぼす影響の検
討に関する実験を行った。とくに食品認知に
影響を及ぼす可能性の高い色認知特性とし
て記憶色を取り上げ、その基礎的メカニズム
についての検討を行った。まず、記憶色が色
の見えに及ぼす影響を調べるために、Hansen 
et al. (2006) の調整法課題を用いて、野
菜・果物だけでなく、人工的な食品アイコン
においても記憶色が色の見えに及ぼす効果
を検証した。次に、特定の物体と特定の色の
連合が生後何ヵ月頃から発生するかをヒト
乳児を対象とした実験により検討した。 
 
 
４．研究成果 
(1) 研究 1の結果、実験参加者は撮影時間の
関数として鮮度を低く評定した。この結果よ
り、ヒトは視覚情報から鮮度を知覚し、しか
も知覚された鮮度は実際の野菜・果物の劣化
過程 (時間経過) と関係していることが示
唆された。 
 
(2) 研究 2の結果、キャベツの場合は、とく
に撮影 6時間程度までの範囲において、古い
輝度ヒストグラムを貼り付けた合成画像の
鮮度がオリジナル画像よりも低く評定され
た。また、イチゴの場合は、おおむねすべて
の範囲において、貼り付けた輝度ヒストグラ
ムによる鮮度が低下して知覚された。これら
の結果より、輝度ヒストグラム情報が視覚的
な鮮度知覚に影響していることが示唆され
た。なお、本研究の主要結果は英文論文など
で公表した。 
 
(3) 研究 3の結果、人工的な食品関連画像で
あっても野菜・果物と同様に記憶色が色の見
えに影響を及ぼすことが示された。また、乳
児を対象とした物体と色の連合についての
認知は生後 6ヵ月頃から発生することが示唆
された。以上の研究結果から、食品知覚に影
響を及ぼす可能性の高い色彩認知特性であ



 

 

る記憶色に関して、その基礎的メカニズムの
一部を明らかにしたといえる。なお、本研究
の主要成果は英文論文などで公表した。 
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